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民族紛争について探究させる中学校社会科単元開発研究
一小単元「民族の対立と民族意識－なぜボスニア紛争は起きたのか？－」の教授書開発を事例として－
Developing a Junior High School Social Studies Lesson Unit Concerning Ethnic Conflict:
On the Basis of ａ Tentative Lesson Plan about Ethnic Antagonism and EthnocentricAwareness, “Why did the ethnic conflict happen ｉｎ Bosn a and H rzegovina?”
Ｉ。問題の所在
本研究は
，ボスニア紛争を事例として取り上げ
て
，民族同士の対立が紛争に至った原因を探究さ
せたうえで
，共存のための民族意識のおり方を考
えさせることを目指したものである
。
現在
，世界各地で民族の違いを原因とした紛争
が起こっているが
，中等社会系教科のこの問題に
ついての教科書記述は
，国内に住む異なった民族
同士の対立が激化し紛争が発生したという程度の
事実に留まっている
。しかし，このような説明で
は
，なぜ民族対立が起こったのか，本当に人は民
族が違うという理由だけで殺し合うほど仲が悪く
なるのかといった
，民族紛争が起こった原因やそ
の背景まで生徒に探究させることできないし
，異
なる民族が
一緒住めば対立は避けられず，紛争
解決のためには分離して暮らすしかないと彼らは
考えるようになるかもしれない
。これでは民族紛
争解決のための見通しを持たせるどころか
，それ
について考えさせることもできないだろう
。
そこで
，本研究では，以上のような問題を解決
するために
，生徒に民族紛争の原因を自ら探究さ
せ
，そもそもの対立の原因にまで遡って説明でき
るようにしたうえで解決へ向けての見通しを持た
せることを目的とした中学校社会科の単元開発を
行った
。本単元では，具体的事例として, 1990年
代に起こったボスニア紛争を事例として扱うこと
にした
。ボスニア紛争は，何の問題もなく平和に
共存していたムスリム人
，クロアチア人，セルビ
ア人という三民族があるきっかけから独立をめぐっ
て争い始め
，世界中が注目するほど大規模な民族
紛争に発展していった歴史的事件である。その後
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1995年には和平が成立し
，現在では三民族の住み
分けがなされ内戦は終結している
。生徒にとって
はなじみの薄い地域の出来事ではあるが
，冷戦後，
世界の注目を最も集めた民族紛争であり
，発生か
ら解決までのプロセスを客観的に捉えさせたうえで現状を冷静に評価できる最適の事例であるとい
えるＯ
本研究においては
，中学校社会科歴史的分野の
内容（6）－イ匚高度経済成長以降の日本と世界」，
または公民的分野の内容（4）
－ア匚世界平和と
人類の福祉の増大
」で実践することを想定して単
元開発を行った
。中学校学習指導要領に示された
これらの項目では
，基本的には日本社会の学習が
中心であり
，日本が直接関係しない民族紛争が取
り上げられることはない
。しかし，学習指導要領
が求めている煽動や地域紛争を防止し平和を確立
するために日本政府が果たすべき役割を考えさせ
るためには
，研究目指しているようなそもそ
も民族同士がなぜ対立し
，争うのかということに
ついての認識形成は不可欠であろう1
．本研究で
は
，実際には公民的分野で実験授業を行い，開発
単元の妥協性と有効欧を検証している。
Ｈ
。民族問題学習の探究の視点と授業構成
民族間に発生した問題の学習は
，その原因を紛
争発生までのプロセスのどの段階に遡って探究さ
せるかという視点によって分類できる
。紛争発生
までのプロセスは
，異なる民族同士の①関係の確
立→②対立の激化→③紛争の発生となろう。すな
わち
，①異なる民族同士に対立関係が発生し，②
その対立から何らかの要因によって激しくなり，
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③特定の事件をきっかけにして紛争へと発展した
と考えられるのである
。この三つの段階のどこに
視点,をおいて探究させるかによって
，民族紛争を
探究させる授業は
，①紛争当事者間の関係を明ら
かにする授業
，②紛争の原因の構造を明らかにす
る授業
，③紛争のきっかけとなった事件の原因を
明らかにする授業に類別されよう
。ここでは，ユー
ゴスラヴィアを教材として取り上げ
，民族問題を
学習する授業を開発した児玉康弘氏
，宮兼和公子
氏
，森才三氏の先行研究を分析し，それぞれの授
業構成の特徴を明らかにしていく
。
第
一紛争当事者間の関係を明らかにする授業
に類別されるのは
，児玉康弘氏の厂ユーゴスラヴィ
アの建国
」2である。児玉氏の授業は，厂なぜ，
（今日
，解体し，血みどろの内戦を展開するほど
仲が悪いのに) 1918年に
，セルボ・クロアート・
スロヴェ
ヌー王国（旧ユーゴスラヴィア）は建国
されたのだろう？」と問い，第一次世界大戦中に，
政治的問題の解決や領土拡大
，危機回避のなかで，
様々な考えの民族主義者が妥協して
，王国が成立
していったことを理解させる授業となっている
。
旧ユ
ゴースラヴィアを構成していた民族間の関係
を明らかにして，民族対立の背景を把握させる授
業である。
第二の紛争の原因の構造を明らかにする授業と
して類別される宮兼和公子氏の匚地域紛争一国家
を分裂させるもの
」ー3は，ボスニア を取り
上げて
，民族対立によって国家が分裂する原因を
考えさせている
。授業では，ボスニア独立の際に，
セルビア人が少数派に転落するということをきっ
かけとして民族意識が高まったことで対立が激化
したことを理解させている
。民族対立を政治的な
側面から探究させることで
，原因を構造的に把握
させる授業となっていると言える
第三の紛争のきっかけとなった事件の原因を明
らかにする授業である森才三氏の匚ボスニア紛争
と国際世論の形成
」4では，紛争発生の裏にはメ
ディア操作があったということを探究させている
。
授業では
，ボスニア紛争時に劣勢に立だされてム
スリム人勢力が
，マスメディアを利用して世論を
形成し
，国際社会を味方につけていった事例から，
メディアの力の大きさ，時にその力を利用するた
めに情報が操作されている場合があることを考え
させている
。メディアと政治の関係に関する社会
科学的な理論によって
，ボスニア紛争が激化した
理由を説明させる授業となっている
。
以上の三つのタイプの授業構成は
，民族紛争の
探究の視点を発生プロセスのどの段階におくかに
よって類別されているが
，第一や第二のタイプが，
その時代や社会の構造を把握させ
，それによって
事象の原因を説明させているのに対して
，第三の
タイプは
，紛争のきっかけとなった事象の発生状
況を社会科学の成果である普遍的な理論によって
説明させている
。民族紛争解決への見通しを持つ
ためには
，その背景となっている時代や社会の構
造の把握は必要ではあるが
，それらを解決策へと
直接結びつけることは困難である
。本研究では，
中学生にも
，紛争発生の要因をどうすれば排除で
きるかを考えさせることによって
，問題解決への
見通しを持たせてやることをねらいとして
，第三
のタイプの授業構成に基づいて単元開発を行った
。
また
，本研究は，対立激化のきっかけとな メ
ディアの働きに注目させた森氏開発の授業に対し
て
，メディアを利用した側である権力者とメディ
アとの関係に原因探究の力点をおいた
。そして，
権力者によって人々の民族意識がどのように利用
され
，民族意識の持つ負のエネルギーによって対
立が激化したかを捉えさせることにした。
Ⅲ
。小単元「民族の対立と民族意識－ボスニア紛
争はなぜ起きたのか？
－」教材化の視点
１
．民族概念の捉え方と単元の目標設定
本研究の単元開発において目標設定の際に鍵と
なるのは
，国民そして民族という概念である。こ
こでは
，ベネディクト・アンダーソンやアーネス
ト
・ゲルナーの論に基づき，両者を相対的なもの
として捉えさせることを前提として目標設定を行っ
た。
国民とは
，ベネディクト・アンダーソンが，
「イメ
ジーとして心に描かれた政治共同体であ
るヱと述べているように，主権国家において国
境の内部の人間を共同体として想像したものであ
る
。また民族は，アーネスト・ゲルナーが厂人間
を分類する自然で神与の仕方としての民族，ずつ
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と遅れてやってきたが生得の政治的運命としての
民族
，それは神話である」と述べているように，
主権国家の考え方に基づいて想像された国境内部
の人間によって構成される共同体である
。また，
民族も
，アーネスト・ゲルナーが，「‾人間を分類
する自然で神与の仕方としての民族
，ずっと遅れ
てやってきたが生得の政治的運命としての民族
，
それは神話である
」6と述べているように，人間
を分類する手段として
，そもそも存在していた枠
組みとは言えない
。したがって，民族にしても，
国民にしても
，人々が生まれる前から決定されて
いるものではなく
，生活する中で形作られていく
ものであり
，時代や社会の状況の中で変化してい
く相対的なものなのである
。民族紛争は，このよ
うな相対的な性格の民族や国民としての意識を絶
対的なものとし
，対立が不可避であるかのごとく
認識されることで発生していると考えられよう
。
以上のような前提にたって
，本研究においては，
東欧史研究の専門家である柴宣弘氏の論を中心に
教材研究を行った
。ボスニア紛争の原因は，柴氏
によれば，以下のように四点に整理することがで
きる。
第一に民族主義的な政治家による扇動，第二
にクロアチア内戦と同様に
，マスメディアに
よる民族主義プロパガンダ
，第三にユーゴ国
外の民族主義グループの影響
，第四に民族自
決を正義とする国際世論である7．
第
一の原因は，具体的には，ユーゴでは，東欧
の社会主義政権の崩壊に伴って, 1990年から各共
和国で複数政党制による自由選挙が実施され
，民
族主義的な政党が躍進するようになったことに始
まる
。ボスニアでも，セルビア大，クロアチア大，
ムスリム人の各民族主義的な政党が誕生し
，それ
らの政党によって
，各民族の構成員の民族主義的
な考え方が煽られていったのである
。この点に関
しては
，千田善氏も，匚民族が違うからといって
自動的に戦争が起こるのではない」と述べたうえ
で
，戦争では，匚だれだれがこのようにあおった，
だれだれがこのように民族主義を利用した
，だれ
だれがこのように軍隊の準備をしろと命令した，
だれがどこで戦争を始めろと命令した
とーいうの
がわかるはずだ
。｣8と指摘し，柴氏同様に，ユー
ゴスラヴィア紛争で民族主義が利用されたことを
重視している。
第二の原因は
，第一の原因に付随するものであ
るが
，各民族主義政党が，政治戦略として，マス
メディアを使って人々の民族主義的考えを煽った
ということである
。マスメディアのプロパガンダ
に関しては
，橋本晃氏も匚戦争努力を遂行する政
府
・軍は，自軍に有利なもの，敵方の失帽こつな
がるものは徹底的に宣伝し
，逆に自らに不利なも
の
，失点となりうるものは可能な限り伏せようと
する｣9と述べ
，戦争時にマスメディアが効果的
に利用されることを指摘している
。
以上のような国内要因の他に
，第三の理由とし
て挙げられているように民族主義的な考え方は国
内外の民族主義グル
プーによっても煽られた。例
えば
，ボスニアの隣国クロアチアでは，独立の際
にそれに反対するセルビア大が｢‾クライナ
・セル
ビア大共和国｣を建てており
，これに連動する形
でボスニアのセルビア大は1992年一月初句に匚ボ
スニア・ヘルツェゴヴィナ・セルビア大共和国｣
を創設した
。また，内戦が始まると，セルビア共
和国はセルビア大勢力へ
，クロアチア共和国はク
ロアチア大勢力へ援助を行っており
，このような
動きも民族主義の高揚に影響している
。
このようにしてボスニア外においても民族主義
が煽られて
，それが匚民族浄化｣という形で表れ
たといえるが
，柴氏は国際社会の対応の仕方のま
ずさも紛争の泥沼化につながっていったと指摘し
ている
。 ＥＣや国連は，民族構成の複雑なボスニ
アにおいて安易に民族自決の原則に基づいてボス
ニアの独立を承認したので
，セルビア大は危機感
を増し
，他民族に対する攻撃を強めた。また，世
界のメディアがセルビア人の民族浄化を報道する
中で
，セルビア大は悪者であり，民族独立を阻害
するセルビア共和国のミロシェヴィッチ大統領は
｢‾悪の権化｣であるかのようにとらえられた
。そ
れがＮＡＴＯの介入という結果に至ったのである
。
また
，柴氏は，これからの民族意識あり方に
関し匚民族や宗教だけではなく
，例えば居住地域
に対する共通の帰属意識を明確にすることにより，
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帰属意識の多重化を生み出し
，民族や宗教に対す
る意識を相対化する必要があろう」lOと述べてい
る
。これは，民族問題を解決していくためには，
自分たちの帰属意識を複数持ち
，民族意識を相対
化する必要があるということを意味している
。ユー
ゴスラヴィアが崩壊する前は
，例えば厂ムスリム
人
」匚セルビ人」であが匚同じユーゴスラヴィ
アに住む人
」というように考え，複数の帰属意識
の元に共存ができていた
。しかし，ユーゴスラヴィ
ア崩壊後は
，そのように考えることができなくな
り単
一の帰属意識にこだわった結果，紛争が発生
してしまったといえる
。柴氏の論に従うならば，
今後
，匚ムスリム人」匚セルビア人」であるが，
厂同じボスニアに住む人
」というように考えてい
くことができるか否かが問題解決の鍵となるとい
えるのではなかろうか。
以上のように
，ボスニア内戦は，政治家やマス
メディア
，国内外の民族主義グループの影響でボ
スニアの人々の民族主義が煽られてしまった結果
として匚民族浄化
」という政策がとられるくらい
激化し
，それに民族主義を正義とする国際世論に
基づく国際社会の対応が拍車をかけて長期化して
いったと考えられるのである
。柴氏は，民族が違
うから必然的に紛争になったとは考えておらず
，
民族が政治的に利用されたと述べ
，民族概念の相
対性を前提としてボスニア紛争の原因を分析して
いる
。その前提は，民族問題解決の際にも必要で
ある
。すなわち，自らの帰属意識を特定の民族の
みに求めるのではなく
，多重化していかなければ
ならないのである
。本研究では，民族紛争の原因
については
，柴氏の挙げた四つの原囚のうち第一
と第二のものを核として
，国内に存在した民族主
義を主張する権力者と国民の民族意識の変化から
説明し
，その解決策については，柴氏，帰属意
識の多重化の考え方を取り上げて到達目標を設定
することにした。
２。単元の構成
民族紛争の原因を探究させるためには
，以下の
ような授業構成が考えられる
。まず第一の段階で
は
，事実の確認をする。そして，第二の段階では，
民族対立が起こった理由を理解し，それが紛争に
発展した原因を探究していく
。そして，最後の段
階では
，これまでの授業内容を踏まえ，問題の解
決策を考えるという授業構成である
。これにより，
生徒が民族対立から紛争に発展した原因を説明し
，
さらに紛争解決の方法を考えていけるようになる
ことを保障する。
そこで
，本開発単元は，第一の段階では，ボス
ニア紛争のきっかけとなったユ
ゴースラヴィアの
解体について理解し
，紛争前のユーゴの状況を確
認する
。第二の段階では，なぜボスニアでは民族
を理由とした紛争が起こったのか
，ボスニアで三
民族が対立し紛争に至った原因を探究する
。そし
て
，最後の段階では，第三時では，これからボス
ニアはどうしたらうまくいくのか
，民族以外に帰
属意識を求めている事例から考えていくことで授
業を終了する。
IV.「民族の対立と民族意識－ボスニア紛争はな
ぜ起きたのか？」の単元開発１．単元の展開
単元は
，三時間から構成されている。ここでは，
単元の中心となっている第二時と第三時の教授書
を提示する。
まず
，第一時では，なぜ。－ゴスラヴィアと
いう国か解体したのか
，現在そこはどういう状況
にあるのか理解させる
。そのことを踏まえ，第二
時では
，なぜボスニアでは民族を理由とした紛争
が起こったのか探究させる
。授業では，独立の際
の住民投票をきっかけとして三民族が対立していっ
たことを事例として検討することを提案し
，宗教
が違うだけで見た目も言語もほぼ同じ人々が
，な
ぜ民族で分かれ対立し
，殺し合うほど仲が悪くな
るのかと問い
，民族紛争の原因を探究させる。そ
こで
，この三民族を生徒に身近な三県の県民に置
き換え
，ほとんど違いのない三県民が，もし仲違
いをし紛争にまで発展するとしたら
，そこにはど
のようなきっかけが考えられるだろうかと課題を
提案する
。ボスニアの三民族の違いを捉えさせる
には
，見た目や言語も大きくは変わらない日本国
内の県民性の違いから連想させることが有効とで
あると判断し
，このような課題を設定した。この
課題に取り組ませ，そもそも大きな違いのない県
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民性に基づく県民意識も
，誰かがマスコミなどを
使って効果的に煽っていくことで違いが強調され
，
互いの心に憎悪が生まれ
，対立するようになるか
もしれないことに気付かせたいと考えた
。最後に，
再びその状況をボスニアの三民族に置き換え
，政
治家による民族主義の煽動とマスメディアのプロ
パガンダが民族対立を激化させたことをまとめ
，
授業を終了する。
第三時では
，どうしたらこれからボスニアはう
まくいくか考えさせる
。最初に，現在もボスニア
では国として統
一されていない現状を把握し，民
族融合の取り組みとしてF.Ｋクリロというボス
ニアで三民族混合のサッカ
チーームが作られたこ
とを事例を検討することを提案し
，なぜクリロの
メンバ
はー民族を越えて同じサッカーチームでプ
レーすることができたのか考えさせるＯこの事例
の検討で
，『セルビア人』『ボスニャック人』とい
う意識ではなく
，同じチームで同じサッカーをす
るチ
ムーメイトという意識が芽生えたから民族を
越えて仲良くすることができたこと確認し
，自分
は厂○○のメンバ
でーある」というような帰属意
識を
，民族や宗教のように一つのものに求めるの
でなく
，「ボスニャック人であり，クリロのメン
バ
でーある」というように複数に求めることによっ
て
，民族に対する意識は相対化される」というこ
とを理解させる
。終結では，これまでの学習をふ
まえ厂これからボスニアの人々の関係｡はどうなっ
ていくのだろう？
」と問い，ボスニアで紛争が再
び起こらず民族が共生していくためには
，これま
で通り住み分けを続けるべきか
，三民族が融和す
べきか考えさせて単元は終結する。
２。小単元「民族の対立と民族意識－ボスニア紛争はなぜ起きたのか？」の教授書試案
（1）単元　「ユーゴスラヴィアの解体とボスニア紛争」
（2）単元の構成
第
一時　なぜユーゴスラヴィアは解体したのだろう？
第二時　なぜボスニアでは民族を理由とした紛争が起こったのだろう？
第三時　どうしたらこれからのボスニアはうまくいくのだろう？
（3）至ll達目標（Ａ・Ｂ・Ｃは概念的知識であり，ａ・ｂ・ｃはそれに基づく解釈）
Ａ
．政治家は，支持者を増やし，対立している他の政治家に選挙で勝つために，民族問題を争点として
取り上げて国民の民族主義的な考え方に訴え
，国民の民族主義の感情を煽ることがある。
ａ
．国内の統一が崩れたユーゴでは，国民の不満をそらすために政治家によって民族主義が煽られ
たことで，各共和国は連邦から分離・独立を求め，民族構成が複雑な共和国では内戦が深刻化
した。
Ｂ．紛争中は，自民族に有利なことや他民族に不利なことを，マスメディアを用いて流すプロパガンダ
によって，人々の民族主義の感情は煽られる
ｂ．政治家の扇動やマスメディアのプロパガンダにより他民族への憎悪の感情と恐怖心を煽られたことで，ボスニア紛争で「民族浄化」が起こった。
Ｃ
．自分が特定の民族に属するだけではなく，民族の枠を越えた国民またはそれ以外のグループの一員
であることを自覚する（帰属意識の多重化）ことによって
，民族へのこだわりが薄れ，民族に対す
る意識は時代や社会によって変わるものである（民族意識の相対化）と捉えることができる
。
ｃ
．　クリロのサッカーチームのメンバーは，お互いを「セルビア人」厂ボスニャック人」と考える
のではなく，「同じサッカーをする仲間」と考えることにより，民族を越えて，一緒にサッカー
をすることができた。
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（4）単元の展開
第二時　なぜ，ボスニアでは民族を理由とした紛争が起こったのだろう ？
学習過程 発問 教授学習活動 資料 獲得させたい知識
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・ 資 料 に は 何 か 書 か れ て い る
だろ う ？
・ 彼 の 仲 間 や 同 じ 村 に 住 む 人
はな ぜ殺 さ れ た のだ ろ う ？
・ な ぜ 匚ム ス リ ム 人 で あ る」
と い う理 由 で 殺 さ れ た の だ
ろ う ？
・ 「 昨 日 セ ル ビ ア 人 が 七 人 殺
さ れ た。 今 日 は モ ス レ ム 人
を 七 〇 人 殺 す 」 と セ ル ビ ア
人 兵 士 は言 っ て い る が ， 彼
ら の 目 的 は 何 だ っ た の だ ろ
う？
・ そ の よ う な こ と は 可 能 だ ろ
うか ？ そ の た め に は ど の よ
う に すれ ば いい だろ う か ？
・ な ぜ 匚民 族 浄 化 」 は行 わ れ
た のだ ろ う ？
Ｔ 二発問 する
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ：答 え る
Ｔ：発 問 す る
Ｐ 二答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：説 明 する
Ｔ ：発問 する
Ｐ： 答え る
Ｔ： 説明 す る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ：予 想 す る
①
・1992 年 当 時 ボ ス ニ ア・ ヘル ツェ ゴ ヴ ィ ナ の サ ンキ ス ・
モ スト 市 周辺 の小 村 に住 ん で い た24 歳 の ム ス リ ム人 で
あ る ベキ ッチ の法 廷 で の証 言。 ボ ス ニ ア戦 争 中 に セ ル
ビ ア人 兵士 が村 を 襲 い ， 人 々 を 殺 し た話 とそ れ に まつ
わる ベ キ ッチ の体験 談 が晝 か れて い る。
・ ムス リ ム人 だ ったか ら。
・ ボ スニ ア 内戦 で セ ルビ ア 人 と ム ス リ ム人 は対 立 して い
たか ら。
・ ボス ニア 内を 自 分 の民 族 だ け にし よ うと 考え て い た。
・ 自 分 と違 う民 族 の人 々を 国 か ら追 い 出 し たり， 応 じ な
い とき は殺 す など の方 法 を とれ ば可 能 であ る。
・ そ の ほか に敵対 す る民 族 を 強 制 収 容所 に入 れ た り， レ
イプ する こ と で， 自 分 と同 じ 民 族 の子 ど もを 生 ま せ る
など の方 法 もと られ た。 こ の よう な民 族一 元 化 計 画＝
匚民 族 浄化 」 を 行 って い った。
・ （前回 の最 後 に晝い たも の も含 め，予 想 を 発表 す る）
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・ ボ ス ニ ア に は 主 に ど の よ う
な 民 族 が 住 ん で い た の だ ろ
う ？
・ 彼 ら は い つ 頃 か ら仲 が 悪 く
な った のだ ろ う ？
・ そ の 頃 ボ ス ニ ア を 取 り 巻 く
情 勢 は ど の よ う だ っ た の だ
ろ う ？
・ ユ ー ゴ ス ラ ヴ イ ア 連 邦 内 で
様 々 な 共 和 国 が 独 立 し て い
く な か， ボ ス ニ ア で は そ の
よ う な 動 き は で な か っ た の
だ ろ うか ？
・ 残 りの38 ％ はどの よう な人 々
だ っ た のだろ う ？
・ 彼 ら は な ぜ 独 立 に 反 対 し た
の だろ う か ？
・ 不 利 に な る と は ど う い う こ
と だろ う ？
・ セ ル ビ ア 人 は 独 立 に反 対 し
て ど う した のだ ろ う ？
Ｔ 二発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発 問す る
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ：説 明 す る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
②
③
④
・ ボ スニ ア の民 族 構 成 は, 1991 年 で セ ル ビア 大31%, ク
ロ ア チ ア 大17%, ム スリ ム人44 ％ で あ り， こ れ ら の民
族 が混 住 して い た。
・1992 年 頃 か ら仲 が惡 く なり 紛争 にまで 至 って い る。
・1990 年 スロ ベニ ア を皮 切 り に， 六 共 和 国で 順 次 ， 戦 後
初 め て の 複数 政 党 制 に よ る自 由 選 挙 が 実施 さ れ ， ほと
ん ど の国で 民 族主 義 的 傾向 の強 い政 党が 勝 利 して い た。
そ の後 ， スロ ベ ニ ア， ク ロ ア チ アな ど が ユ ー ゴ連 邦 か
ら 独立 して い る。
・ ボス ニ アで も独 立 し よ う とい う 動 き が 出て きて， ボス
ニ ア・ ヘ ル ツェ ゴ ヴ イナ共 和 国 の 独立 の賛 否 を 問 う 住
民 投 票 で は有 権 者 の62 ％ が 独 立 に賛 成 し た。 こ れ は投
票者 数 の99 ％ に当 た る。
・ ボ スニ ア国 内 に住 む セル ビ ア大 だ った。
・ ユ ー ゴ ス ラ ヴ イア の中 で は多 数 派民 族 で あ る が， も し
ユ ーゴ か ら 独立 して し ま っ た ら， 国内 で 二 番 目 の 地 位
に なり ， 不 利 に な る と思 った か ら ユ ー ゴ内 にと ど ま る
こ とを 望 ん だ。
・ セ ル ビ ア大 が国 内 の少 数 民 族 に な って し ま っ た ら， 多
数 派 民 族 の発 言 権 が 増 し， セ ル ビ ア大 に不 利 な 政 策が
と られて し まう か もし れな い。
・ ボ スニ ア の モ ス リ ム大 は， セ ル ビ ア大 に 比 べ， 一 般 に
教 育 レ ベ ル が高 く， そ の た め に多 く の要 職 を 占 めて い
た。 そ の こ とが セ ルビ ア人 の ね た みを買 っ て い た。 旧
ユ ーゴ 時代 は ポ スト 配 分 と民 族 の構 成 比 に は 神経 質 な
ほど 注 意が 払 われ て い た が， ボ スニ ア が 独立 す れば，
こ の よ う な''良 き伝 皆' は失 わ れ， 多 数を 占 め る モ スレ
ム大 に牛 耳 られ ると セ ル ビ ア大 は考 え て い た ので 独 立
に は反 対 だ った。
・92 年一 月 初 旬 に 厂ボ スニ ア ・ ヘ ル ツェ ゴ ヴ イナ・ セル
ビ ア大 共和 国｣ を 建 国 し独 立 に反 対 し た。 そ れ によ り，
独 立 に反 対 す る セ ル ビ ア大 と賛 成 す る ムス リ ム大 クロ
ア チア人 が 衝突 す るこ とと な って い った。
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牡
・ な ぜ セ ル ビ ア 人 はそ の よ う
な 共 和 国 を 建 て た の だ ろ う
か ？
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
・1991 年 ９月 ， クロ ア チ ア共 和 国 が 独 立 す る際 に， 独 立
に 反対 し た クロ ア チ ア 内 の セ ルビ ア 大 が 匚ク ラ イ ナ・
セル ビ ア大 自治 区 」 を 創 設 して い る。 ボス ニ ア 内 の セ
ル ビア 大 は 他国 の セ ルビ ア人 の民 族 主 義 グ ル ープ の影
響 を受 け て おり ， こ れ に連 動 す る形 で ボ スニ ア 内 の セ
ル ビア 大 も 「 ボ ス ニ ア・ ヘ ル ツ ェ ゴ ヴ イ ナ・ セ ル ビ ア
大 共 和国 」を 建 国 し た。
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・ そ の 後 三 民 族 は ど う な っ た
のだろ う か ？
・ し か し ， 本 当 に こ の よ う に
は っ きり と 民 族 で ま と ま る
こと がで き る のだろ う か ？
・ 紛 争 が始 ま る 前 か ら三 民 族
は 分 か れ て 生 活 し て い た の
だろ う か ？
・ ボ ス ニ ア に 住 む 民 族 を 分 け
る も のは何 だ ろ うか ？
○ グ ル ープ に分 か れ て ， 以 下
の シ ミュ レ ー シ ョ ン 学 習 に
取り 組 ま せ る。
① 三 つ の県 民 の 違 い は ど の よ
う な とこ だろ う か。
② そ の 違 い は， 対 立 を 生 む よ
う な もの だろ う か ？
③ 現 状 で は， そ れ ら の三 県 民
はど のよ う な 関 係 にあ るか 。
④ ど う す れ ば ， 三 県 民 が対 立
す る よ う に な る だろ う か 。
誰 が ， ど の よ う な 方 法 で と
い う視 点 か ら考え て み よ う。
⑤ 三 県 民 の 対 立 が ， 紛 争 に ま
で 発 展 す る とし た ら ， ど の
よ うな き っか けが 必要 か。
⑥ 現 状 を ふ ま え る と， ④ や ⑤
の よ う な こ と が 起 こ り え る
だろ う か。
・ こ の こ と は， ボ ス ニ ア の三
民 族 に 置 き 換 え て 説 明 す る
こ と はで きな い だろ うか ？
・ そ れ だ け で 民 族 同 士 は殺 し
あ う ほ ど仲 が 悪 く な る だ ろ
うか ？
・ な ぜ ， ュ ー ゴで は， 民 族 対
立 を 理 由 に 紛 争 が お こ っ た
のだ ろ うか ？
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ ： 班 で 考 え
る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発問 す る
Ｔ： 発問 する
Ｐ： 答え る
Ｔ ：補足 する
Ｔ ：発 問 する
Ｐ 二答 え る
Ｔ ：説 明 する
⑤
⑥
⑦
・ 独立 に反 対 す る セ ル ビ ア大 と 独立 を 目 指 す ムス リ ム，
ク ロ アチ ア 人勢 力 と の凄 惨 な 内戦 が生 じ た 。 最 初 は ム
ス リ ム大 と クロ ア チ ア大 は手 を組 んで い たが ， や が て
両 者 も対 立 し， 三 つ 巴 の紛争 と な って い った。
・ 三 つ の民 族 に分 か れ て紛 争 を し て い る の だ か らで き る
ので はない か。
・ 三 民 族 は そ れぞ れ の生 活習 慣 の違 い を 認 めて う ま く混
住 し て い た。 モ スト 市 で は， ス タ リ・ モ ス ト とい う 橋
を 挟 ん で東 岸 に ム ス リム 大 が西 岸 に クロ ア チ ア大 が 多
く 住ん で お り両 者 は橋 を 往来 し て交 流 して い た。 橋 は1
556 年 の 落成以 来 三 民族 か ら大切 にさ れて お り，多 民 族
社 会 の象 徴的 存 在で もあ った。
・方 言， 地 域 の風 習 な ど
・ 自分 と は違 う文 化 に違 和 感 は感 じ るか も しれ ない。
・対 立 を生 む よ うな 違 いで は ない ので はない か。
・対 立 す る よ うな こ と はな くお互 い仲良 く暮 ら して い る。
・ 互 い の県 に行 き来 し たり ， 岡 山 県 の大 が兵 庫県 で 暮 ら
し たり して い る。
・ あ る県 の 偉い 大 が 自 分 た ち の邪 魔 を す る相 手 の県 民 と
戦 うよ う にい う。
・ 相手 の県 民 の イメ ージを 落 と すこ と を い う。 ま た は，
そ の県 の大 が 大 量 に 殺 さ れ たり し た ら仲 が悪 く な る の
で はな い か ？
・ テ レ ビや 新 聞な どを 使 って ，「撃 だな けれ ば撃 たれ る」
「○ ○県 人 は大殺 し だ」 とい うよ う に他 の県 民 へ の憎 悪
と恐 怖 の 感情 を 煽 る。
・ 起 こ らな い と思 う 。 お 互 い を そ こ まで 憎 みあ う よ う に
す る理 由 が ない。
・仲 が悪 くな るこ とで 得 す る大 はい な い。
・で き る。 ボ スニ アで 民 族 を 分 け る も の と三 県民 を 分 け
るも の の差 は ほと ん どか わり は ない。
・実 際 に， ボス ニアで は， そ れぞ れの民 族 が， マ スメデ ィ
ア のプ ロ パ ガ ン ダ， 政 治 指 導 者 の 政治 戦 略 ， 当 局 に よ
る恐 怖心 の扇動 と身 近な 人 の逮 捕 な ど により ， 匚撃 た な
けれ ば撃 たれ る」 匚○ ○ 大 は大 殺 しだ 」 とい う よ うに 他
の民 族 へ の憎悪 と恐 怖 心 を煽 っ た。
・ な ら ない 。 し か し， 当 時 の ユ ー ゴは 経 済危 機 の状 況 に
あり ， 経 済 危 機 を た だ ち に打 開 で き る 展望 がな い こ と
も あり ， 国 民 の不 満 が民 族 主 義 へ と流 れて い た の で，
人 々 はそ れら の感 情を受 け入 れた といえ る。
・ そ れ まで 民 族 を あ ま り意 識 せず 混 住 し てい たが ， 他 国
が 独立 して い くな か， ボ ス ニ アで も 民 族主 義 に目 覚 め
て く る よ う にな っ た。 政治 家 の扇 動 や マ ス メ デ ィ ア の
プ ロ パガ ン ダ によ り 他民 族 へ の憎 悪 の 感情 と恐 怖 心 が
煽 ら れ， 経済 危 機 か らく る国 民 の不 満 は民 族主 義 へ と
流 れて い き， そ れが 「民 族 浄化 」 と いう形 で 現 れ た。
説に終
旻
詰
・ 最 初 の 資 料 にお い て ， セ ル
ビ ア 人 兵 士 は， な ぜ 「 昨 日
セ ル ビ ア人 が フ人 殺 さ れ た。
今 日 は モ ス レ ム 人 を70 人 殺
す｡ 」 と言 っ た のか ， 今 日 の
学 習 を 踏 ま え て ， そ の 理 由
を書 きまし よう。
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ： まと め る
・ これ ま で の学 習 を 踏 まえ ， ワ ー ク シ ート に 自分 の考 え
を晝 く
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第三時 どうしたらこれからのボスニアはうまくいくだろう？
学習過程 発問 教授学習活動 資料 獲得させたい知識
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・ 三 民 族 は戦 後 領 土 内 に ど の
よ う に し て 住 ん で い た の だ
ろ う ？
・ 国 家 と し て の一 体 感 は あ っ
た のだろ うか ？
・ ボ ス ニ ア は， こ れ か ら ボ ス
ニ ア ＝ ヘ ル ツ ェ ゴ ヴ イ ナ と
し て ま と ま っ て い く の だ ろ
う か ？ そ れ と も こ の ま ま民
族 ご と の 住 み 分 け が 続 く の
だろ うか ？
・ こ の よ う な 状 況 の 中 で 民 族
の 融 和 を 目 指 し た試 み を み
てい こ う。
Ｔ 二発問 する
Ｐ： 答え る
Ｔ： 説明 す る
Ｔ ：発 問 する
Ｐ 二予 想 する
Ｔ： 提案 す る
⑧
・ ボ ス ニア 領 内 を 匚セ ル ビア 人 共和 国 」 と 厂ボス ニ ア連
邦 」 とい う二 つ のエ ンテ イテ イ ー（準 国家 ） に区分 し，
そ れ ぞ れの民 族 が住 み分 けて い た。
・民 族 ご とに ま と まり， 国 家 とし て の一 体感 はなか った。
単 一 の ボ ス ニ ア＝ ヘ ル ツ ェ ゴ ヴ イナを 築 く た め に中 央
政 府 が 作 ら れ たが， 民 族 や宗 教 の境 界 を 越え た政 党 は
大 き な力を 持 つ に は至 って い ない。
ま た， ボ ス ニ ア連 邦 と 「 セ ル ビ ア人 共 和国 」 で は使 用
通貨 は異 な って い る し， ヒ ト や モ ノの 自 由 な移 動 も阻
ま れて い る状況 で あ る といえ る。
（ こ れか ら の ボス ニアを 予 想 させ る）
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・ 彼 ら は誰 ？ 何 の 集 ま り だ ろ
う ？
・ ど う い う 人 々 が 集 ま っ て い
る のだろ う ？
・ 三 民 族 は 戦 争 後 仲 良 く し て
いた の だろ うか ？
・ な ぜ 彼 ら は， 民 族 を 越 え て
サ ッ カ ー が で き た の だ ろ う
か ？
・ 民 族 ご と で 固 ま っ て い る ボ
ス ニ ア 内 で ＲＫ ク リ ロ を 作
ろ う と し た森 田 太 郎 氏 の 目
的 は何 だ っ たの だろ う ？
・ そ の 試 み は ど のよ う に し て
は じ めら れ たの だろ う ？
・ そ の 後 森 田 氏 はど う し た の
だろ う ？
・ ボ スニ ア側で や るこ と にな っ
て ， セ ル ビ ア人 の 子 ど も は
ど の よ う な 反 応 を し た の だ
ろ う ？
・ セ ル ビ ア の子 と一 緒 に サ ッ
カ ー を や る こ と に な っ て ，
ボ ス ニ ヤッ ク人 は ど う 感 じ
ただろ う？
・ な ぜ セ デ ィ ン は セ ル ビ ア 大
を 怖い と思 った の だろ う ？
・ セ デ ィ ン の 心 境 は ど の よ う
に変 化 し た のだろ う？
・ そ の 後 ， 両 民 族 で サ ッ カ ー
交 流 す る こ と はう ま く い っ
た のだ ろ うか ？
・ そ の よ う な 「 民 族 と 民 族 の
壁」 を越 え る きっか け とな っ
た の は何だ った のだろ う？
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ 二発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：予 想 す る
Ｔ： 説 明す る
Ｔ： 説明 す る
Ｔ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ 二答 え る
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ ：発 問 する
Ｐ ：答え る
Ｔ ：発問 す る
Ｐ ：答え る
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ 二発問 す る
Ｐ： 答え る
⑨
⑩
⑥
・F.K グ リコ とい う ボ スニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ヴ ィ ナ にあ る
少年 サ ッカ ーチ ームの メ ンバ ーで あ る。
・ ボス ニ ヤッ ク人 （ ム スリ ム大 ）， クロ アチ ア大， セ ル ビ
ァ 人 の三民 族 の子 ど も たち で構 成 さ れて い る。
・ し て い な い。 戦 前 の対 立 か ら民 族 間 の 交 流 はあ まり な
い。 互 い の民 族 に対 す る憎 悪 の 感情 も残 って い るは ず。
・ （予 想 させ る）
・ ボ スニ ア民 族 の融和 を はか る ため に， 三民 族 混成 の サッ
カ ーチ ームを 作 って 試合 を す るこ とを 目 的 とし て い た。
サ ッカ ーを 通 し て三 民 族 の交 流を 図 り ， 信 頼 関 係 を築
こう と して い た。
・最 初 は， 自 分 の ボラ ン テ ィア 事 務 所 に来 て い た セ ル ビ
ァ 人 の子 ど も と セ ル ビア 大共 和国 内 の ヴォ イ コ ヴ ィ ッ
チ で サ ッカ ーを する こ と か ら はじ めた。 同 時 に， ボ ス
ニ ァ 連 邦 の イ リ ジ ヤで10 人 の ボ ス ニ ヤ ッ ク人 と も サ ッ
カ ーを す る よう に なっ た。
・両 地 域 の 子 ど も によ る 合 同練 習 を や ろ う と し た。 最 初
はイ リ ジ ヤの ジェ リ ィズ ニ ツ ア川 河 川 敷 で や る こ と に
し た。
・緊張 し た顔 一 つ 見 せず いつ も と同 じ だ った。
・ 初 め て 会 う セル ビア人 に恐 怖 の感 情 が あ っ た。 参 加 し
た ボ スニ ヤック人 はセ ディ ン一 人 だ った。
・ 戦 争 に より 「 セル ビ ア大 は人 殺 し」 と い う セ ルビ ア 大
に対 す るイ メ ー ジがあ ったか ら。
・ サ ッ カ ーを 通 し て， セ ル ビア 人 の 子 ど も と交 流 し， セ
ル ビァ大 に対 する恐 怖 心 が薄 れ た。
・ う ま くい か な か っ た。 セ ルビ ア 側 の ヴ ォ イコ ヴィ ッ チ
で 合 同 練 習 を し よ う と試 み た が， ボ ス ニ ヤ ッ クの 子 ど
もた ち は行 く ことを 拒 否 し た。
・ ボ スニ ヤッ ク人 のァ ド ミ ール が セ ル ビ ア側 で の 練習 に
参 加 す るこ とを 決意 し た。
168 －
の 展
事 開
例 １
呪 一、
究 帰
｀-'属
意
識
の
多
重
化
・ 恐怖 はなか っ たのだ ろ うか ？
・ 練 習 後 ， ア ド ミ ー ル は ど の
よ う に感 じ たの だろ う ？
・ ク リロ は そ の後 ど う な って
い っ たの だろ う ？
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 答え る
Ｔ： 発問 する
Ｐ ：答え る
Ｔ 二発 問 する
Ｐ 二答 え る
⑩
⑩
・ あ っ た。 いつ も明 る い彼 は車 の 中 で 話そ う と もし な い
し，「 自分 が ボ スニ ヤック人 とば れ た らセ ルビ ア人 に殴
ら れる か もし れな い 」 とい う く らい恐 怖 を 感 じて い た。
・ 最 初 は人 の視 線 が 気 に な って い た が， 練習 後 は セル ビ
ア人 に対 する恐 怖 は薄 れて い った。
・両 民 族 の間 に「境 界線 」 はあ る ものの， 民族 間で の サ ッ
カ ーに よ る交 流 は発 展 して い っ た。 そ の 後 ク ロ アチ ア
人 の 子 も チ ー ムに 参 加 し， 三 民 族 によ る サ ッ カ ー チ ー
ムと なっ た。
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・ な ぜ両 民 族 の 子 ど も は 一 緒
に サ ッ カ ーが で き る よ う に
な った の だろ う ？
・ 民 族 融 合 の た め に人 々 は ど
の よ う に す る こ と が 考 え ら
れ るだ ろ う ？
Ｔ ：発 問 す る
Ｐ ：答 え る
Ｔ 二発 問 す る
Ｐ：答 え る
・「 セル ビ ア人 」「 ボ スニ ヤック人 」 と いう意 識で はな く，
同 じ チ ームで 同 じ サ ッカ ーを す るチ ー ムメ イ ト と い う
意 識 が芽 生え たか ら。
・ 自分 は「 ○ ○ の メ ン バ ーで あ る」 と い う よう な 帰 属意
識 を ， 民 族 や 宗 教 の よ う に一 つ の も の に求 める の で な
く， 厂ボ スニ ヤッ ク人 で あり， クリロ の メ ンバ ーで あ る」
とい う よ う に 複数 に求 める こ と に よ って ， 民 族 に対 す
る意 識 は相対 化 さ れ る。
よ 識 終
Hi
・ こ れ ま で ， 民 族 融 合 の試 み
を 見 て き た が， こ れ か ら ボ
ス ニ ア で は， ボ ス ニ ア と し
て 統 一 さ れ る の と ， 民 族 が
住 み 分 け た 状 態 を 続 け る の
とど ち らが よい だろ う か ？
Ｔ： 発問 す る
Ｐ： 考え る ・ （ こ れ まで の学 習 を 振 り返 って， 根 拠を 示 し ， 自 分 の
考 え を述 べる｡ ）
（5）資料一覧
①ベキッチの証言（多谷千香子『「民族浄化」を裁く一旧ユーゴ戦犯法廷の現場から』2005年, p.99-100.)
②ボスニアの民族構成
③旧ユーゴの経済格差（88年）（千田善『ユーゴ紛争』講談社, p. 177.)
④旧ユーゴスラヴィアの民族構成
⑤破壊前のスタリ・モスト（ロバート・Ｊ・ドーニヤ／ジョン・Ｖ・Ａ・ファイン『ボスニア・ヘルツェゴ
ヴィナ史　多民族国家の試練』恒文社, 1995年, p.261.)
⑥破壊後のスタリ・モスト（山陽新聞, 2004年６月16日）
⑦ムスリム大「収容所」（橋本晃『国際紛争のメディア学』清弓社, 2006年，p.119.）
⑧デイトン合意（柴宣弘「ユーゴスラヴィア現代史」岩波新書, 1996 年, p.193.)
⑨クリロのメンバーの写真（森田太郎『サッカーが超えた民族の壁』2002年.）
⑩ボスニャック人とサッカーをやることになったセルビア人のコメント（同上, p-77.)
⑩セルビア側へ行くことへの子どもたちの反発（同上, P82-84.)
⑩アドミールの心境（同上, p93-95.)
⑩練習を終えた後のアドミールとジョルジェ（セルビア大）の会話
Ｖ。単元開発の成果と課題
実験授業は，第三学年において公民的分野の授
業として三時間かけて行った。
授業の目的は，政治家による民族主義の利用と
マスメディアのプロパガンダによって民族紛争が
激化していったことを説明できるようになること
であった。実際の授業では。 －ゴスラヴィアで
の民族の違いが宗教しがないことに触れた上で，
-
県民 に例えて民族対立の原因を考えさせた11。生
徒からは，県民の対立が生じるには，政治家や知
事の対立が引き金となると予想する意見が出され，
問題発生の原因として権力を持つ者 の関与を指摘
できていたと言うことができる。このことは本研
究で試みた県民に例え るシチュエーション学習に
よって，政治家の煽動 によって民族対立が生じる
可能性かおることを説明できるようになっていた
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ことを示唆している
。また，授業後ワークシート
の匚なぜ『昨日セルビア人が７人殺されたＯ今日
はモスレム人を70人殺す
。』と言ったのか，今日
の学習を踏まえて
，その理由を書きましょう」と
いう問いに対し
，生徒は「‾メディアなどにより，
別の民族を悪いと思うようになったから
。だから
自分の民族が殺されたら倍返しにしてやろうとい
う思いになった
。」匚セルビア人がモスレム人を百
人殺したとメディアが報じれば
，モスレム人がセ
ルビア人を殺したくなると思う
。それの繰り返し
で生じたと思う
。」と答えていた。マスメディア
のプロパガンダが紛争激化の要因であることにつ
いても
，このようにメディアによって人々の憎悪
の感情が増していったことが指摘できており
，本
研究において
，メディアそれを用いた権力者と
民族紛争の関係を認識させることができたと考え
られる。
また
，第三時では，匚これまで，民族融合の試
みを見てきたが
，これからボスニアでは，ボスニ
アとして統
一されるのと，民族が住み分けた状態
を続けるのとどちらがよいだろうか？
」という問
いに対し
，民族に固執せずに，一つの国としてま
とまり
，生活するほうかよいという記述が多く見
られ
，サッカーチームの事例の探究を通して今後
の民族意識のおり方について見通しを持つことが
できたといえる。
本研究を通して明らかになった今後の課題とし
ては
，このようにして獲得させ民族概念を他
の様々な事例に応用する力の保障ということを挙
げることができよう
。本研究においては，ボスニ
ア紛争のみを事例として取り上げたが
，この学習
をふまえて
，例えば，ウガンダ内戦などの事例を
探究させることで
，獲得した概念を生徒が確実に
応用することができることを保障することができ
るはずである。
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Ｈ　これは
，決して，民族性と県民性を同等に扱い，
そのように認識させることを目的としたわけではな
い
。授業を実践した岡山県北に位置する西粟倉村立
西粟倉中学校が
，鳥取と兵庫両県との県境近くに位
置しており
，生徒が普段から両県民と頻繁に交流し
ているという条件があったため用いた比喩である。
このような比喩を用いることで
，習慣や言葉もほと
んど変わらず普段は共に生活している人々が
，ある
日突然争い始めるという状況を生徒が想像し易くなるということを期待した。
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